




目
標

を
達

成
し
た
も
の

（
A
）

0
4

計
画

策
定

時
と
比

べ
て
改

善
し
た
も
の

（B
）

1
6

1
5

計
画

策
定

時
と
比

べ
て
横

ば
い
の

も
の

（
C
）

1
0

計
画

策
定

時
と
比

べ
て
下

回
っ
て
い
る
も
の

（
D
）

6
5

未
調

査
の

も
の

（
E
）

2
1

評
価

指
標

一
覧

年
度

数
値

等
年
度

数
値
等

年
度

数
値

等
進

捗
年

度
数

値
等

取
組
内

容
進

捗
進

捗
に
関

す
る
見

解
進

捗
を
踏

ま
え
た
今

後
の

取
組

（
２
）
あ
い
ち
福

祉
保

健
医

療
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
６
　
進

捗
状

況

体
系

番 号
項

目

20
20

年
度

実
績

（
20

2
1年

3
月

作
成

時
点

）
目

標
（
20

21
年

3月
設

定
）

2
02

2年
度

実
績

（
直

近
値

）
2
02

1年
度

実
績

2
0
21
年

度
2
02
2
年
度

　
進

捗
管

理
指

標
：
各

体
系

に
お
け
る
主

な
取

組
の

実
施

状
況

等
を
進

捗
管

理
す
る
指

標

1
就

労
準

備
支

援
事

業
・

家
計

改
善

支
援

事
業

の
実

施
市

町
村

数
20

20
い
ず
れ

か
の

事
業

を
実

施
し
て
い
る
市

町
村

2
8市

町
村

2
02

2
全

市
町

村
2
02

1

就
労

準
備

支
援

事
業

:
3
2市

町
村

家
計

改
善

支
援

事
業

:
3
2市

町
村

C
2
02

2

就
労

準
備

支
援

事
業

:
39

市
町

村
家

計
改

善
支

援
事

業
:

37
市

町
村

･未
実

施
の

自
治

体
に
対

し
、
事

業
実

施
促

進
の

通
知 ･厚

労
省

主
催

の
自

治
体

コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
て
、

予
算

･事
務

の
助

言
を
行

う

※
市

町
村

数
は

福
祉

事
務

所
数

で
計

上

B
2
02

3年
度

に
向

け
て
未

実
施

自
治

体
へ

の
事

業
実

施
促

進
の

通
知

や
働

き
か

け
を
実

施
。

引
き
続

き
、
自

治
体

コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
の

利
用

や
受

託
可

能
団

体
の

開
拓

に
も
取

り
組

み
、
実

施
自

治
体

数
の

増
加

を
図

る
。

2
成

年
後

見
制

度
利

用
促

進
の

た
め
の

中
核

機
関

の
設

置
市

町
村

数
20

19
1
1市

町
村

2
02

1
全

市
町

村
2
02

1
2
3市

町
村

(2
02

1
.1
0.
1時

点
)

B
2
02

2
3
8市

町
村

(2
0
22

.1
0.
1時

点
)

市
町

村
の

中
核

機
関

設
置

等
を
支

援
す
る
た
め
、

愛
知

県
社

会
福

祉
協

議
会

に
委

託
し
、
市

町
村

に
対

す
る
個

別
支

援
を
実

施

（主
な
取

組
）

中
核

機
関

の
設

置
に
向

け
て
、
4
市

町
に
対

し
て
体

制
整

備
の

た
め

の
支

援
を
実

施

B
2
02

2年
度

は
、
設

置
市

町
村

数
が

3
8市

町
村

と
な
っ

た
。
目

標
と
は

開
き
が

あ
る
が

、
毎

年
着

実
に
増

加
し
て
い
る
。

・
目

標
の

達
成

に
向

け
、
愛

知
県

社
会

福
祉

協
議

会
に
権

利
擁

護
支

援
に
関

す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置

し
、
中

核
機

関
の

設
置

や
機

能
拡

充
に
向

け
た
市

町
村

へ
の

個
別

支
援

等
を
実

施
。

・
毎

年
、
着

実
に
増

加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
目

標
の

達
成

に
向

け
、
引

き
続

き
、
制

度
周

知
や

障
害

者
の

権
利

擁
護

に
係

る
意

識
向

上
を
図

る
た
め
、
研

修
を

開
催

し
て
い
く
。

3

地
域

活
動

の
実

践
に
つ
な
げ

る
学

び
の

機
会

の
提

供
（

あ
い

ち
シ

ル
バ

ー
カ

レ
ッ

ジ
専

門
コ

ー
ス

受
講

者
数

）

－
－

2
02

6
毎

年
度

30
名

2
02

1
受

講
者

数
1
6
名

D
2
02

2
受

講
者

数
30

名

あ
い
ち
シ
ル

バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
専

門
コ
ー
ス
の

開
催

（開
催

実
績

）
開

催
：2

02
2年

1
2月

～
1
月

の
６
日

間
対

象
者

：あ
い
ち
シ
ル

バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
卒

業
生

参
加

者
数

：3
0名

講
師

：愛
知

県
立

大
学

教
授

　
等

B
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
り
な
が

ら
、
弾

力
的

な
講

義
形

式
や

積
極

的
な
P
R
活

動
に
よ
り
概

ね
目

標
を
達

成
で
き

た
。

感
染

状
況

に
応

じ
て
開

催
方

法
・
内

容
を
柔

軟
に
調

整
し
、
引

き
続

き
参

加
者

の
確

保
を
目

指
す
。

4
愛

知
県

フ
ァ
ミ
リ
ー
・フ

レ
ン
ド
リ
ー

企
業

の
新

規
登

録
企

業
数

20
19

18
7社

2
02

5
毎

年
度

1
30

社
2
02

1
9
4件

D
2
02

2
71

件

従
業

員
が

仕
事

と
育

児
・
介

護
等

を
両

立
で
き
る
よ

う
積

極
的

に
取

り
組

む
「愛

知
県

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン

ド
リ
ー
企

業
」の

普
及

拡
大

（主
な
取

組
）

「愛
知

県
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企

業
」
の

登
録

D
啓

発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布

や
、
専

用
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト

等
に
よ
り
企

業
へ

の
働

き
か

け
を
行

っ
た
が

、
周

知
が

行
き
届

か
ず
、
目

標
数

値
を
下

回
っ
た
。

引
き
続

き
、
啓

発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布

、
専

用
ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト
で
の

登
録

企
業

の
取

組
紹

介
、
メ
ル

マ
ガ

の
配

信
等

に
よ
り
、
機

会
を
捉

え
て
積

極
的

に
企

業
へ

制
度

の
周

知
を
行

い
、
登

録
企

業
数

増
加

を
図

る
。

5
出

会
い
の

場
を
提

供
す
る

イ
ベ
ン
ト
実

施
数

20
19

99
7回

2
02

4
1
,5
00

回
2
02

1
43

5回
D

2
02

2
34

6回
対

面
形

式
の

イ
ベ
ン
ト
に
加

え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
の

イ
ベ
ン
ト
情

報
を
（
あ
い
ち
出

会
い
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト

「あ
い
こ
ん
ナ
ビ
」
に
）掲

載
。

D
コ
ロ
ナ
感

染
症

の
影

響
が

長
引

き
、
イ
ベ
ン
ト
の

中
止

が
相

次
い
だ
た
め

、
目

標
値

を
下

回
る
こ
と
と
な
っ

た
。

市
町

村
等

に
働

き
か

け
る
と
と
も
に
、
結

婚
支

援
に

積
極

的
な
団

体
で
あ
る
「
婚

活
協

力
団

体
」と

の
連

携
を
一

層
図

り
、
イ
ベ
ン
ト
実

施
数

の
増

加
を
目

指
す
。

6
保

育
士

等
の

確
保

数
20

19
2
6,
88

7人
2
02

4
30

,0
00

人
(常

勤
、
非

常
勤

含
む

)
2
02

1
29

,0
08

人
B

2
02

2
2
9,
25

5人
保

育
士

の
養

成
、
処

遇
や

労
働

環
境

の
改

善
に
よ

る
離

職
防

止
、
潜

在
保

育
士

の
再

就
職

支
援

の
取

組
み

な
ど
保

育
士

確
保

施
策

を
実

施
。

B
2
02

2年
度

は
、
保

育
士

確
保

数
が

2
9,
25

5人
と
な
っ

た
。
毎

年
着

実
に
増

加
し
て
い
る
。

引
き
続

き
、
保

育
士

の
養

成
、
処

遇
や

労
働

環
境

の
改

善
に
よ
る
離

職
防

止
、
潜

在
保

育
士

の
再

就
職

支
援

の
取

組
み

な
ど
保

育
士

確
保

施
策

を
推

進
し

て
い
く
。

7
生

活
困

窮
世

帯
・ひ

と
り
親

家
庭

の
子

ど
も
の

学
習

支
援

事
業

実
施

市
町

村
数

20
20

41
市

町
2
02

4
全

市
町

村
2
02

1
43

市
町

B
2
02

2
4
3市

町

・未
実

施
の

自
治

体
に
対

し
、
事

業
実

施
促

進
の

通
知 ・生

活
困

窮
者

自
立

支
援

法
に
基

づ
く
他

の
事

業
よ

り
国

庫
補

助
率

が
低

率
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
国

庫
補

助
率

の
引

き
上

げ
等

、
実

施
自

治
体

へ
の

財
政

支
援

を
強

化
す
る
こ
と
を
国

に
要

望

B
未

実
施

自
治

体
に
対

す
る
働

き
か

け
等

に
よ
り
、
少

し
ず

つ
で
は

あ
る
が

、
実

施
市

町
村

は
増

加
し
て
い

る
。

教
育

委
員

会
が

所
管

し
て
い
る
事

業
（地

域
未

来
塾

、
放

課
後

こ
ど
も
教

室
等

）で
カ
バ

ー
し
て
い
る
市

も
あ
る
た
め

、
教

育
委

員
会

と
も
連

携
し
、
全

市
町

村
で
生

活
困

窮
世

帯
・
ひ
と
り
親

世
帯

の
子

ど
も
を
含

め
た
学

習
支

援
事

業
が

展
開

さ
れ

る
よ
う
、
引

き
続

き
働

き
か

け
て
い
く
。

8
子

ど
も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
設

置
市

町
村

数
20

19
8市

町
2
02

4
全

市
町

村
2
02

1
28

市
町

B
2
02

2
54

市
町

村
中

央
児

童
・障

害
者

相
談

セ
ン
タ
ー
に
市

町
村

支
援

担
当

福
祉

司
を
配

置
し
、
県

内
各

市
町

村
に
対

し
拠

点
設

置
促

進
に
係

る
活

動
を
行

っ
た
。

A
2
02

2年
度

に
全

市
町

村
に
設

置
す
る
こ
と
が

で
き
、

目
標

を
達

成
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

引
き
続

き
、
市

町
村

が
子

ど
も
家

庭
総

合
支

援
拠

点
を
適

切
に
運

営
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
。

共
に
支

え
合

う
地

域
づ
く
り

子
ど
も
・子

育
て
支

援

3








